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　総務委員会では、平成27年10月19日に過疎地
域での買い物弱者対策に取り組む県内企業を訪問
し、調査を行いました。
  現在、過疎地域においては店舗の廃業や公共交
通の統廃合等により移動手段を持たない高齢者等
の日常生活に非常に不便な状況となっています。
　この企業では、住民支援の１つとして移動手段
がなく買い物に不便を感じている消費者のニーズに
対応するため、生鮮食品の移動販売車の運行や
無料の買い物バスの運行の事業を行っています。
　これらの事業を実施する中での、事業者側から
見た問題点や事業拡大の可能性等について調査を
行いました。
　委員会としては、今回の調査で得た貴重な情報
をもとに、今後とも過疎化、少子高齢化など人口
減少問題等の対策に取り組んでいきます。

　福祉環境委員会では、平成27年
10月７日に県立医科大学附属病院
の調査を行いました。
　医科大学附属病院まで来院しなく
ても、近くの医療機関で専門医のア
ドバイスを受けることができる遠隔医
療の状況と、４本の腕を持ったロボッ

トを遠隔操作して手術を行うダヴィンチサージカルシ
ステムや放射線をがん細胞にピンポイントで均一に
当てることで患部以外への放射線照射を最小限に
抑えることができる新リニアック装置など、実地に
調査を行いました。
　これらの先進的な医療設備や取組について、病
院の皆さんから説明を受け、和歌山県民のための
医療について意見交換を行いました。 
　委員会としては、県民が高度な医療が受けられ
るように今
後とも各方
面と協力し
ながら取り
組んでいき
ます。

　農林水産委員会では、平成27年
11月30日～12月１日及び12月15日に県内調査を行
いました。
　今回の調査では、所管の試験研究機関である、
果樹試験場（有田川町）、うめ研究所（みなべ町）、
かき･もも研究所（紀の川市）、農業試験場（紀の川
市）、暖地園芸センター（御坊市）、畜産試験場（す
さみ町）、養鶏研究所（日高町）、林業試験場（上
富田町）、水産試験場（串本町）、内水面試験地
（紀の川市）の10カ所全ての調査を行いました。
　各々の試験研究機関において、職員体制、試験
研究･技術指導の概要等について、関係者からの
説明・意見交換の後、各試験研究現場の視察を
行いました。
　本委員会としては、今回の調査で得た貴重な情
報をもとに、今後とも、所得の安定化や担い手の
確保、ＴＰＰ対策、鳥獣害対策等、本県の基幹産
業である農林水産業の一層の振興と発展のため取
り組んでいきます。
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旧和歌山県議会議事堂開館式典
　明治31年に建築された旧和歌山県議会議事堂が、岩
出市根来に、当時の姿に復元整備され、新たな文化施
設として開館しました。旧議事堂は、木造和風の議事堂
として我が国現存最古であり、民主主義の発展を刻み続
けた県政の殿堂として歴史的に価値のある建造物です。
　４月１日（金）に、旧議事堂開館式典が開催され、前芝
雅嗣議長から「旧議事堂の新たな門出にあたり、更なる
県勢の発展を図り、県民の期待に応えるため、情熱と英
知を結集して、県議会の使命の達成に邁進する」との記
念宣言がなされ、出席した全議員の賛同により採択され
ました。

６つの常任委員会のうち、前号に引き続き３つの委員会の活動を紹介します！
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　議員提案による和歌山県がん対策推進条例が制定から３
年を経過したことから、平成28年３月７日（月）、和歌山県議
会において、県民との意見交換会が開催されました。
　同条例案検討会元座長の山下直也議員をはじめ、県議16
名及び患者会10名の皆様が出席のもと、県当局から条例施
行後の事業実施状況の説明があり、がん対策推進について
活発な意見交換が行われました。

　平成28年３月５日（土）、大阪府立国際会議場（大阪市）において、関西広域連合議会３月
定例会が開催され、本県議会から山下直也議員（広域連合議会議長）、岸本健議員及び長坂
隆司議員の３名が出席しました。
　本会議において、長坂隆司議員が一般質問を行い、「トップアスリート養成のための役割分
担」、「広域サイクリングロード」、「津波防災の日の精神の広報・発信」などについて質問しました。
　特にトップアスリート養成のための役割分担については、関西広域連合構成各府県市で、担当競
技を決め、担当を決めた競技のトレーニングセンターを強化育成拠点にし、世界に通用するトップアスリートの養成を図る
取組を行ってはどうかただしました。
　本質問に対し、井戸連合長（兵庫県知事）から、広域連合は主として府県市の取組を補完する役割と考えるが、来年度
から関西の構成府県市で推進会議を設置し、具体的検討を行うこととしており、関西ゆかりのアスリートが育つ環境づくり
などに取り組んでまいりたいとの答弁がありました。

　定例会の質問と答弁の様子や委員会の審議状
況、議案の審議結果などをお知らせしています。

 テレビ　テレビ和歌山（ＷＴＶ）　
県議会だより（予定）
開会、質問、閉会日の22時30分から25分間放送
（6月定例会の放送6／3、10、13～15、21）
※6/3のみ19時30分から放送
県議会手話だより（予定）
閉会日の約1週間後に、22時30分から30分間放送
（6月定例会の放送7／4）

 ラジオ　和歌山放送（ＷＢＳ）
県議会ダイジェスト（予定）
開会、質問、閉会日の21時20分から15～30分間放送
（6月定例会の放送6／3、10、13～15、21）

TV テレビ・ラジオ放送

県議会ホームページ

傍聴してみませんか

http://www.pref.wakayama.lg.jp/
prefg/200100/www/

和歌山県議会

　県議会では、虚礼を廃止した議員活動を行っています。
●冠婚葬祭、慶事、見舞い及び各種行事等における寄附行
為の禁止（本人が出席する結婚式の祝儀、香典等は除く）
●あいさつ状の禁止
●議員名、議員団名及び会派名による年賀・暑中見
舞い等の各種広告の禁止
●中元や歳暮の贈答はしない
●お祝い・おくやみ電報等は出さない（親戚・友人は除く）

虚礼廃止にご理解・ご協力を！

Information
県議会からのお知らせ Topics議会活動の紹介

「点字版・テープ版」の案内
　本紙の点字版・テープ版（ボランティアの方による朗
読）を作成しています。

予算特別委員会

　 本会議は、申込みなしで傍聴できます。
　 委員会の傍聴は、事前の申込みが必要です。

平成２８年６月定例会　会期日程(予定)

本会議 ６月２日（木）・３日（金）
本会議（質問） ６月１０日（金）・１３（月）～１５日（水）
常任委員会 ６月１６日（木）・１７日（金）
本会議 ６月２０日（月）・２１日（火）

※手話通訳者・要約筆記者をご希望の方は、事前に
議会事務局までお申し込みください。ただし、申込
日によっては、ご希望に添えない場合がありますの
で、あらかじめご了承ください。

　予算特別委員会では、知事から提案された当初予算案に
ついて集中審議しました。主な質疑は次のとおりです。

３月１０日（木）・１１日（金）　質問委員（７人）
堀 龍雄・片桐 章浩・中 拓哉・雑賀 光夫・
尾﨑 太郎・長坂 隆司・浅井 修一郎

　　県は、少子化対策にどのように取り組んでいるのか
　　県では、少子化対策として、結婚を希望する方に
出会いの場を提供する結婚支援事業、不妊治療に対
する経済的支援策の「こうのとりサポート」、安心して子
供を産むことができる地域の産科医療体制の整備、女
性の社会参加への支援とともに子供を健やかに育てる
ための認定こども園の整備と保育士の人材確保、家計
の負担を軽減する「紀州３人っこ施策」などに取り組ん
でいます。

　　映画「海難1890」の題材である日本とトルコの
友好の歴史を学ぶことへの取組は
　　遭難事故は、４社の中学校社会科教科書と文部
科学省が全国の中学生に配布している道徳用教材に
取り上げられています。
　県では、高校生にこの映画を鑑賞してもらうとともに、
県が作成した中学２年・３年生の道徳読み物資料集
の中で遭難事故を取り上げています。また、全国の教
育委員会に対し、映画を鑑賞していただくよう協力を
要請しています。
　今後も、この友好の歴史についての学習が広がるよ
う情報提供などに取り組んでいきます。

　　ＬＧＢＴ（性的少数者）に対する県の取組は
　　すべての人の人権が尊重される豊かな社会を実
現するため、人権に関する啓発活動や相談業務等に
取り組んでいます。また、精神保健福祉士や臨床心
理士などによる心の健康相談を実施しています。さら
には、男女共同参画センターで性同一性障害等の講
演会や資料展示・勉強会の開催などを実施しています。

　　小学校３年進級時に２学級が１学級に統合される
問題について
　　国の基準では３年生になるときに35人学級から
40人学級になるところを、本県では独自に38人学級
編制にしています。
　教育環境の整備については、個々の児童への対応
が大切であると考え、児童の実情に応じた個別指導
や補充学習を行い、きめ細やかな対応をしていきます。

　　県立医科大学への薬学部設置について
　　大学進学時に、多くの学生が県外に流出してい
る状況に歯止めをかける必要があります。県では、資
格が取れる学部の設置であれば、一定の志願者を確
保できると考え、薬学部の設置を検討してきました。
　県立医大としても、薬学部を新設することで医薬看
３学部の医療系総合大学に発展する機会となると考え
ています。

　　県立医科大学薬学部の立地場所について
　　大学も町なか再生の中核施設の１つとして考えて
いますが、設置に当たっては、隣接施設がいかなる施
設であっても安全対策に万全を期していくことが大事
だと思っています。
　なお、校舎等の配置に関しては、伏虎中学校跡地
のほか既存キャンパスの活用も考えられるため、県立
医科大学の意見も聴きながら決定していきたいと思っ
ています。

　　「守ります、まちと優良農地。」に関する農地転用
の厳格化について
　　県議会の議論を踏まえ、先日の本会議で撤回を
表明しましたが、今後とも、市町村長や農業委員とも
よく話し合っていきたいと思っています。
　まちと優良農地の本題は大変大事な話ですが、議
会で申し上げた以上のことを申し上げることは一切あり
ません。
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●県議会のしくみや主な動き、議員紹介、議会日程、質
問項目、本会議録など様々な情報を掲載しています。

がん対策推進に係る県民との意見交換会

関西広域連合議会３月定例会開催

4

古紙パルプ配合率70％再生紙と環境に優しい植物油インキを使用しています。

［平成28年2月定例会号］わかやま県議会だより
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